
１. はじめに

本稿は 『東洋大学文学部紀要第60集インド哲学科篇 XXXII』 に和訳

と註解を試みた 『マツヤ・プラーナ』 第183章の続きで, 第184章を訳出

したものである｡ 前回取り上げた第183章は, シヴァ神がこの聖地に特

別の愛着を持ち, どうして ｢離れられない (場所)｣ となったのかの理

由を, 神妃パールヴァティーが尋ね, それに対してシヴァ神が答える形

式になっていたが, 第184章は全編シヴァ神が語る形式になっている｡

内容的には特別なエピソードはないが, 悪人でさえもこの聖地にひとた

び足を踏み入れそこで死ねば解脱が得られることが, 繰り返し強調され

ている｡

テクストには, Matsyapura�n
・

a. Ananda Ashrama Sanskrit Series

54, Poona, 1981. を用いた｡ また, The Matsyapura�n
・

am. H. H. Willson

(forworded), 2 vols., Delhi: Nag Publishers, 1983.に付された英訳があ

るが, 今回の部分ではほとんど参考にならなかった｡

２. 『マツヤ・プラーナ』 第184章和訳

mahes�vara uva�ca―

マヘーシュヴァラ (シヴァ神) が言った｡

sevitam
・
bahubhih

・
siddhair apunarbhavaka�n・ks

・
ibhih

・
/

viditva�tu param
・
ks
・
etram avimuktaniva�sina�m //1

tad guhyam
・
devadevasya tat t��rtham・ tat tapovanam /

param
・
stha�nam

・
tu te ya�nti sam

・
bhavanti na te punah

・
//2
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『マツヤ・プラーナ』 第184章：和訳と註解
『マツヤ・プラーナ』 所収の ｢ヴァーラーナスィー・マーハートミヤ｣ について｣ �
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[この聖地には] 再生を願わない多くのスィッダ (成就者) が住み, ア

ヴィムクタに住む者たちにとって最高の聖地であると知って, そこ

が神々の中の神 (シヴァ) の秘密であり, 聖地であり, 苦行林であ

る最高の聖域に赴けば, 彼らは再び生まれることはない｡

jn�a�ne vihitanis
・
t
・
ha�na�m

・
parama�nandam icchata�m /

ya�gatir vihita�sadbhih
・
sa�'vimukte mr

・
tasya tu //3

知識を追究し最高の歓喜を望む者にとっての, 善き人々によって得られ

る境地 (解脱) が, アヴィムクタで死ぬ者には [得られる]｡

註) gati は動詞語根√gam (行く) の派生語で, ｢行くこと, 動くこと｣

(going, moving), さらに ｢輪廻の道や状態｣ (the course of the soul

through numerous forms of life, metempsychosis, condition of a per-

son undergoing this migration) を表し (M. Monier-Williams, A

Sanskrit-English Dictionary, p.347.), ｢帰趨｣ と訳されることが多い

が, ここでは内容的に考えて ｢境地 (解脱)｣ と意訳した｡

bhavasya pr��tir atula�hy avimukte hy anuttama�/

asam
・
khyeyam

・
phalam

・
tatra hy aks

・
aya�ca gatir bhavet //4

アヴィムクタには, シヴァ神の無比で至高の喜び (愛情) があり, 無数

の果報がそこにはあり, まさに不滅の境地 (解脱) がある｡

param
・
guhyam

・
sama�khya�tam

・
s�mas�a�nam iti sam

・
jn�itam /

avimuktam
・
na sevante van�cita�s te nara�bhuvi //5

[ここは] 最高の秘密といわれ, 火葬場 (シュマシャーナ) とも呼ばれ

る｡

アヴィムクタに住まない人々は, 地上における見捨てられた人間である｡

avimukte sthitaih
・
pun
・
yaih
・
pa�m
・
s�ubhir va�yuneritaih

・
/

api dus
・
kr
・
takarma�n

・
o ya�syanti parama�m

・
gatim //6

風に吹き上げられたアヴィムクタの善果をもたらす土 [が降りかかるこ

と] によって, 非常な悪事を働いた者でも最高の境地に赴く｡
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avimuktagun
・
a�n vaktum

・
devada�navama�navaih

・
/

na s�akyate 'prameyatva�t svayam
・
yatra bhavah

・
sthitah

・
//7

シヴァ神自身がそこに居住するアヴィムクタの美徳は, [それと] 比較

されるものがないがゆえに, 神やダーナヴァ (半神) や人間によっ

て語られることができない｡

ana�hita�gnir no yas
・
t
・
a�no 's�ucis taskaro 'pi va�/

avimukte vased yas tu sa vased ��s�vara�laye //8

祭火の儀式を行わない者, 崇拝しない者, 不浄の者, あるいは盗人でも,

アヴィムクタに住む者は, 自在神 (シヴァ) の居所に住む [ことに

なる]｡

註) no 's�ucis の no は否定辞にとると ｢不浄でない者｣ の意になり文意に

そぐわないので, アヴァグラハ記号を取って訳した｡ また, 第８詩節

から第17詩節まではWillson のテクストにはない｡

tatra na�pun
・
yakr

・
t kas�cit prasa�da�d ��s�varasya ca /

ajn�a�na�j jn�a�nato va�'pi striya�va�purus
・
en
・
a va�//9

yat kim
・
cid as�ubham

・
karma kr

・
tam
・
ma�nus

・
abuddhina�/

avimukte pravis
・
t
・
asya tat sarvam

・
bhasmasa�d bhavet //10

そこでは自在神の恩恵により, 不善をなす者はだれもいない｡

知らずにあるいは故意に, 女性あるいは男性により, どんな善くないこ

とが人知でなされたとしても, アヴィムクタに入ったならば, その

すべては灰燼に帰す｡

saritah
・
sa�gara�h

・
s�aila�s t��rtha�ny a�yatana�ni ca /

bhu�tapretapis�a�ca�s�ca gan
・
a�ma�tr

・
gan
・
a�s tatha�//11

s�mas�a�nikapar��va�ra�h・ priya�s tasya maha�tmanah・ /

na te mun�canti bhu�tes�am
・
ta�n bhavas tu na mun�cati //12

河川や海や山岳や聖地や聖所や, ブータ, プレータ, ピシャーチャや眷

族や母神群や, 火葬場に付随する者は, かの偉大な魂の愛しい者た

ちである｡

彼らは生類 (悪霊) の主 (シヴァ) を放さないし, シヴァ神も彼らを放
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さない｡

註) bhu�ta は悪霊, preta は死霊 (死後, 浄化儀礼を受けていない存在),

pis�a�ca は食人鬼｡ s�mas�a�nika は, ｢火葬場に住む者, 頻繁に出入りする

者｣ の意 (Monier-Williams, p.1094.) で, 火葬職の人とも考えられる

が詳細不明｡ シヴァ神はこれら多くの眷族を従えているので, bhu�tes�a

という語は ｢生類の主｣ とも ｢悪霊の主｣ とも訳せる｡

ramate ca gan
・
aih
・
sa�rdham avimukte sthitah

・
prabhuh

・
/

dr
・
s
・
t
・
vaita�n bh��takr・pan・a�n pa�padus・kr・taka�rin・ah・ //13

anukampaya�tu devasya praya�nti parama�m
・
gatim /

bhakta�nukamp��bhagava�m・s tiryagyonigata�n api //14

眷族とともにアヴィムクタに憩う主 (シヴァ神) は, 悲惨さに恐れおの

のき, 悪事をなすそれらの者たちを見て, 信徒に対する憐れみを持

つ神 (シヴァ神) は畜生道に陥った者たちをも, 神の憐れみ (共感)

により, 最高の境地に導く｡

nayaty eva varam
・
stha�nam

・
yatra ya�nti ca ya�jn�ika�h

・
/

bha�rgava�n・girasah
・
siddha�r

・
s
・
ayas�ca maha�vrata�h

・
//15

祭官たちやブリグ族やアンギラス族, スィッダたち, 聖仙たち, 大制戒

者たちが赴く最上の聖地に導く｡

avimukta�gnina�dagdha�agnau tu�lam iva�''hitam /

na sa�gatih
・
kuruks

・
etre gan・ga�dva�re ca pus

・
kare //16

火にくべられた草のごとく, アヴィムクタの火に焼かれて [浄化された]

その境地は, クルクシェートラ, ガンガードヴァーラ, プシュカラ

にはない｡

註) クルクシェートラはデリー北方のハリヤーナー州にあるヒンドゥー教

聖地で, 『マハーバーラタ』 の大戦争が行われた場所, ガンガードヴァー

ラはウッタルプラデーシュ州の聖地ハリドワールの別名, プシュカラ

はラージャスターン州にあるブラフマー神の聖地｡ (宮本：1995,

pp.110-112; 2005, pp.19-28参照)
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sa�gatir vihita�pum
・
sa�m avimuktaniva�sina�m /

tiryagyonigata�h
・
sattva�ye 'vimukte kr

・
ta�laya�h

・
/

ka�lena nidhanam
・
pra�pta�s te ya�nti parama�m

・
gatim //17

その境地はアヴィムクタに住む人々に得られる｡

畜生道に陥った者たちで, アヴィムクタに住む人々は, 死の時が至ると,

最高の境地に赴く｡

merumandarama�tro 'pi ra�s�ih
・
pa�pasya karman

・
ah
・
/

avimuktam
・
sama�sa�dya tat sarvam

・
vrajati ks

・
ayam //18

悪人の行為の蓄積がメール山やマンダラ山くらい [大きいもの] であっ

ても, アヴィムクタに至れば, その全ては消滅する｡

s�mas�a�nam iti vikhya�tam avimuktam
・
s�iva�layam /

tad guhyam
・
devadevasya tat t��rtham・ tat tapovanam //19

シヴァ神の居所であるアヴィムクタは, 火葬場として知られる｡

それは神々の中の神の秘密であり, 聖地であり, 苦行林である｡

tatra brahma�dayo deva�na�ra�yan
・
apurogama�h

・
/

yoginas�ca tatha�sa�dhya�bhagavantam
・
sana�tanam //20

upa�sante s�ivam
・
mukta�madbhakta�matpara�yan

・
a�h
・
/

そこではブラフマー神をはじめとする神々や, ナーラーヤナ (ヴィシュ

ヌ神) をはじめとする [神々] や, ヨーギンたちや, サーディヤ

(半神) たちや, 解脱した者たちや私の信者たち, 私の崇拝者たち

が, 永遠なる神であるシヴァを崇拝している｡

ya�gatir jn�a�natapasa�m
・
ya�gatir yajn�aya�jina�m //21

avimukte mr
・
ta�na�m

・
tu sa�gatir vihita�s�ubha�/

知識や苦行 [で得られる] 境地や供犠を行うことで得られる境地, その

素晴らしい境地が, アヴィムクタで死ぬ者たちには得られる｡

sam
・
harta�ras�ca karta�ras tasmin brahma�dayah

・
sura�h

・
/22

そこには, 破壊者や行為者や, ブラフマーを始めとする神々がいる｡
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samra�d
・
vira�n

・
maya�loka�ja�yante hy apunarbhava�h

・
/

maharjanas tapas�caiva satyalokas tathaiva ca //23

君主や戦士のいる世界, マハル界, ジャナ界, タパス界, サティヤ界は

生じるが, [滅した後] 再び生じることがない｡

註) 文意が不明である｡ マハル界等の四つは, ヒンドゥー教の世界観の一

種を表したもので, スヴァル・ローカ (天界) の上方に順次位置する

界である｡ (定方晟：1985, pp.102-104.参照)

manasah
・
paramo yogo bhu�tabhavyabhavasya ca /

brahma�distha�vara�ntasya yonih
・
sa�m
・
khya�dimoks

・
ayoh

・
//24

過去・未来・現在にいる者には, 心との最高の結合がある｡

ブラフマー神に始まり不動のもの (山, 植物等) には, サーンキヤ等の

解脱の胎がある｡

註) 一応訳は付けたが, 文意は不明である｡ サーンキヤは一般的にはイン

ド六派哲学の一つの派で主知主義的な二元論による解脱を説くが, こ

こでは Epic Sa�m
・
khya の流れをふまえたものが説かれていると考えら

れる｡ ｢サーンキヤ等の解脱｣ という両数は, 多少強引に解釈すれば,

サーンキヤ的解脱とヨーガ的解脱を指すのかも知れない｡

ye 'vimuktam
・
na mun�canti nara�s te naiva van�cita�h

・
/

uttamam
・
sarvat��rtha�na�m・ stha�na�na�m uttamam・ ca yat //25

アヴィムクタを離れない人々は, 決して見捨てられない｡

すべての聖地の中の至上のものであり, またそこは [すべての] 場所の

中の至上のものである｡

ks
・
etra�n

・
a�m uttamam

・
caiva s�mas�a�na�na�m

・
tathaiva ca /

tad
・
a�ga�na�m

・
ca sarves

・
a�m
・
ku�pa�na�m

・
srotasa�m

・
tatha�//26

まさに聖地の中の至上のものであり, 同様にまさに火葬場の中の [至上

の] ものである｡ 同様にすべての池, 井戸, 流れの中の [至上のも

の] である｡
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s�aila�na�m uttamam
・
s�ailam

・
t��rtha�na�m uttamam・ tatha�/

pun
・
yakr

・
dbhavabhaktais�ca hy avimuktam

・
tu sevyate //27

山岳の中の至上の山岳であり, 同様に聖地の中の [至上のもの] である｡

それゆえ善人のシヴァ神の帰依者はアヴィムクタに住むべきである｡

brahman
・
ah
・
paramam

・
stha�nam

・
brahman

・
a�'dhya�sitam

・
ca yat /

brahman
・
a�sevitam

・
nityam

・
brahman

・
a�caiva raks

・
itam //28

[ここは] ブラフマー神の最高の場所であり, ブラフマー神が住んでも

いる｡

常にブラフマー神に住まわれ, またまさにブラフマー神に守られている｡

atraiva saptabhuvanam
・
ka�n�cano meruparvatah

・
/

manasah
・
paramo yogah

・
pr��tyartham・ brahman・ah・ sa tu //29

ここにはまさに七つの世界, 黄金のメール山 [がある]｡

それは心の最高の結合であり, ブラフマー神の愛しい対象である｡

brahma�tu tatra bhagava�m
・
s trisam

・
dhyam

・
ces�vare sthitah

・
/

pun
・
ya�t pun

・
yatamam

・
ks
・
etram

・
pun
・
yakr

・
dbhir nis

・
evitam //30

そこではブラフマー神は三時 (日昇・南中・日没) にわたり, 自在神に

依拠している｡

善行の者たちによって住まわれる善中の善なる聖地である｡

a�dityopa�sanam
・
kr
・
tva�vipra�s�ca�marata�m

・
gata�h

・
/

a�nye 'pi ye trayo varn
・
a�bhavabhaktya�sama�hita�h

・
//31

また, 太陽神崇拝をなしてバラモンたちは不死に至る｡

他の三種のヴァルナ (種姓) の者たちも, シヴァ神に対する信愛により

解脱を得る｡

avimukte tanum
・
tyaktva�gacchanti parama�m

・
gatim /

as
・
t
・
au ma�sa�n viha�rasya yat��na�m・ sam・yata�tmana�m //32

ekatra caturo ma�sa�n ma�sau va�nivaset punah
・

avimukte pravis
・
t
・
a�na�m

・
viha�ras tu na vidyate //33
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アヴィムクタで身体を捨て, 最高の境地に赴く｡

心を制御した修行者は, 八か月間住んだり, 一か所で四か月あるいは二

か月住むべきである｡

[しかし] アヴィムクタに入った者たちには, 住むことさえ知られない

(不必要である)｡

na deho bhavita�tatra dr
・
s
・
t
・
am
・
s�a�stre pura�tane /

moks
・
o hy asam

・
s�ayas tatra pan�catvam

・
tu gatasya vai //34

そこでは身体が未来に存在することは, 古い教典に見られない｡

そこでは死者は五大に還って解脱することは疑いない｡

striyah
・
pativrata�ya�s�ca bhavabhakta�h

・
sama�hita�h

・
/

avimukte vimukta�s ta�ya�syanti parama�m
・
gatim //35

夫に貞節な女性, シヴァ神の帰依者, 専心する者は, アヴィムクタで解

脱し, 最高の境地に赴く｡

anya�ya�h
・
ka�maca�rin

・
yah
・
striyo bhogapara�yan

・
a�h
・
/

kalena nidhanam
・
pra�pta�gacchanti parama�m

・
gatim //36

他の, 愛欲に駆られ享楽に耽る女性たちは, 死の時が至れば, 最高の境

地に赴く｡

yatra yogas�ca moks
・
as�ca pra�pyate durlabho naraih

・
/

avimuktam
・
sama�sa�dya na�nyad gacchet tapovanam //37

人々によって得るのが困難な [神との] 結合や解脱が得られるアヴィム

クタに至ったならば, 他の苦行林に行くべきではない｡

sarva�tmana�tapah
・
sevyam

・
bra�hman

・
air na�tra sam

・
s�ayah

・
/

avimukte vased yas tu mama tulyo bhaven narah
・
//38

バラモンは全霊を傾けて苦行を修すべきことは疑いない｡

アヴィムクタに住む者は, 私と同じ存在になるであろう｡
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yato maya�na muktam
・
hi tv avimuktam

・
tatah

・
smr
・
tam /

avimuktam
・
na sevante mu�d

・
ha�ye tamasa�''vr

・
ta�h
・
//39

vin
・
mu�traretasa�m

・
madhye te vasanti punah

・
punah

・
/

私がそこから離れないゆえに, ｢アヴィムクタ｣ と知られるべきである｡

アヴィムクタに住まない者たちは, 愚かでタマス (暗質) に覆われてい

る｡

[彼らは] 繰り返し大小便や精液の中に住むことになる｡

註) タマスは, 主としてサーンキヤ思想が説く人間を含む物質的存在の三

つの構成要素の一つで, ほかの二つはサットヴァ (純質) とラジャス

(激質) である｡

ka�mah
・
krodhas�ca lobhas�ca dambhastambho 'timatsarah

・
//40

nidra�tandra�tatha�''lasyam
・
pais�unyam iti te das�a /

avimukte sthita�vighna�h
・
s�akren

・
a vihita�h

・
svayam //41

アヴィムクタにはシャックラ (インドラ神) 自身によってもたらされた

愛欲, 憤怒, 貪欲, 欺瞞, 昏睡, 羨望, 睡眠, 懶惰, 怠惰, 誑言と

いう十種の障碍がある｡

vina�yakopasarga�s�ca satatam
・
mu�rdhni tis

・
t
・
hati /

pun
・
yam etad bhavet sarvam

・
bhakta�na�m anukampaya�//42

[また] ヴィナーヤカの [もたらした] 災難 (不幸) が常に頂点に存在

する｡

[しかし] このすべてが [シヴァ神の] 帰依者に対する憐れみにより善

となる｡

註) ヴィナーヤカは象頭神ガネーシャのことで, ヴィグネーシャ (障碍の

主) という別名も持ち, 自分を礼拝する者には障碍を除去し恩恵を授

けるが, 一方, 従わない者にはかえって願い事の成就を邪魔するとい

う,両義的な力を行使する｡ (宮本：1995, p.157.参照)

param
・
guhyam iti jn�a�tva�tatah

・
s�a�stra�nudars�ana�t /

vya�hr
・
tam
・
devadevais tu munibhis tattvadars�ibhih

・
//43

最高の秘密であると知って, 教典を熟慮することによって, 神々の中の
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神たちや真理を洞察する聖仙たちによって [最高の秘密であると]

説かれた｡

medasa�vipluta�bhu�mir avimukte tu varjita�/

pu�ta�samabhavat sarva�maha�devena raks
・
ita�//44

sam
・
ska�ras tena kriyate bhu�mer anyatra su�ribhih

・
/

骨髄の散乱する大地は, アヴィムクタにはない｡

すべては浄められ, マハーデーヴァ (シヴァ神) によって守られている｡

彼 (シヴァ神) により浄法 (葬送儀礼) が行われ [るので], 賢者たちは

大地以外の場所で [浄法を行う]｡

ye bhaktya�varadam
・
devam aks

・
aram

・
paramam

・
padam //45

devada�navagandharvayaks
・
araks

・
omahoraga�h

・
/

avimuktam upa�sante tan nis
・
t
・
ha�s tat para�yan

・
a�h
・
//46

te vis�anti maha�devam a�jya�hutir iva�nalam /

信愛によって恩恵を授ける神であり, 不滅で最高の境地であり, 神, ダー

ナヴァ, ガンダルヴァ, ヤクシャ, ラクシャ, 大蛇が, 崇拝するア

ヴィムクタに住み, そこを庇護所とする者たちは, 精製バターが祭

火に入るように, アヴィムクタに [入る]｡

tam
・
vai pra�pya maha�devam ��s�vara�dhyus・itam・ s�ubham //47

avimuktam
・
kr
・
ta�rtho 'sm��ty a�tma�nam upalabhyate /

かの吉祥なる自在神が住むマハーデーヴァに至って, ｢私はアヴィムク

タを得た｣ と言ってアートマン (個我) を得る (と合一する)｡

r
・
s
・
ideva�suragan

・
air japahomapara�yan

・
aih
・
//48

yatibhir moks
・
aka�mais�ca hy avimuktam

・
nis
・
evyate /

na�vimukte mr
・
tah
・
kas�cin narakam

・
ya�ti kilbis

・�
�//49

真言の復誦や護摩を修する聖仙, 神, アスラの群れにより, また, 解脱

を願う修行者たちによって, アヴィムクタは住まわれるべきである｡

アヴィムクタで死ぬ者は, たとえ罪人でも地獄に赴かない｡
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��s�vara�nugr・h��ta�hi sarve ya�nti para�m・ gatim /

dviyojanam atha�rdham
・
ca tat ks

・
etram

・
pu�rvapas�cimam //50

ardhayojanavist��rn・am・ daks・in・ottaratah・ smr・tam /

va�ra�n
・
as��tad��ya�ca ya�vac chuklanad��tu vai //51

es
・
a ks

・
etrasya vista�rah

・
prokto devena dh��mata�/

自在神の恩恵を得て, すべての者は最高の境地に赴く｡

この聖地は東西に２ヨージャナ半ずつである｡

南北は半ヨージャナずつの長さであると知られる｡

それにヴァーラーナスィーがあり, その間に浄らかな川 (ガンガー) が

[流れている]｡

これが思慮深い神によって説かれた聖地の詳細である｡

註) 第183章61-62ab に同様の記述があるが, そこでは va�ra�n
・
a�'s��(ヴァラ

ナー川とアスィー川) となっていて, その方が正確である｡

labdhva�yogam
・
ca moks

・
am
・
ca ka�n・ks

・
anto jn�a�nam uttamam //52

avimutam
・
na mun�canti tan nis

・
t
・
ha�s tat para�yan

・
a�h
・
/

tasmin vasanti ye martya�na te s�ocya�h
・
kada�cana //53

最上の知識を希求する者たちは, ヨーガ (結合) と解脱を得て, アヴィ

ムクタを離れず, そこに居を定め, そこを庇護所とする｡

そこに住む死すべき者たち (人間) は, いかなる時にも悲しむことがな

い｡

yogaks
・
etram

・
tapah

・
ks
・
etram

・
siddhagandharvasevitam /

saritah
・
sa�gara�h

・
s�aila�na�vimuktasama�bhuvi //54

ヨーガ (結合) の聖地であり, 苦行の聖地であり, スィッダ・ガンダル

ヴァが [そこに] 住む｡

地上にアヴィムクタに等しい河川, 海, 山岳はない｡

bhu�rloke ca�ntariks
・
e ca divi t��rtha�ni ya�ni ca /

at��tya vartate ca�nyad avimuktam・ prabha�vatah・ //55

地上界にも空間にも天界にも聖地はあるが, アヴィムクタは圧倒的に他

を超えている｡
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ye tu dhya�nam
・
sama�sa�dya yukta�tma�nah

・
sama�hita�h

・
/

sam
・
niyamyendriyagra�mam

・
japanti s�atarudriyam //56

avimukte sthita�nityam
・
kr
・
ta�rtha�s te dvija�tayah

・
/

bhavabhaktim
・
sama�sa�dya ramante tu sunis�cita�h

・
//57

静慮に専心し, 三昧状態に入り, 各種の感官を制御し, シャタルドリヤ

を唱えるバラモンたちは, アヴィムクタに常に住み, 目的を果たし,

シヴァ神の恩恵を得て堅固な心を持ち, 憩う｡

註) s�atarudriya はルドラ (シヴァ神) を称える真言｡

sam
・
hr
・
tya s�aktitah

・
ka�ma�n vis

・
ayebhyo bahih

・
sthita�h

・
/

s�aktitah
・
sarvato mukta�h

・
s�aktitas tapasi sthita�h

・
//58

karan
・
a�n��ha ca�''tma�nam apunarbhavabha�vita�h・ /

tam
・
vai pra�pya maha�tma�nam ��s�varam・ nirbhaya�h・ sthita�h・ //59

[そのような人は] シャクティによって愛欲を捨て, [欲望の] 対象の

外に住み, シャクティによってすべてから解放され, シャクティに

よって苦行に住する｡

そしてこの世 [で作った] 原因は, アートマンを再生させない｡

かの偉大な魂である自在神を得て, 無畏に住する｡

na tes
・
a�m
・
punar a�vr

・
ttih
・
kalpakot

・
is�atair api /

avimukte tu gr
・
hyante bhavena vibhuna�svayam //60

幾百千万劫を経ても, 彼らには再生はない｡

アヴィムクタでは遍在するシヴァ神自身によって受け入れられている｡

utpa�ditam
・
maha�ks

・
etram

・
sidhyante yatra ma�nava�h

・
/

uddes�ama�tram
・
kathita�avimuktagun

・
a�s tatha�//61

人々は [シヴァ神によって] 造られた偉大な聖地で [解脱を] 成就する｡

アヴィムクタの美徳がこのように簡略に語られた｡

samudrasyeva ratna�na�m avimuktasya vistaram /

mohanam
・
tad abhakta�na�m

・
bhakta�na�m

・
bhaktivardhanam //62

海に [多くの] 宝石がある如く, アヴィムクタには多くのものがある｡
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帰依しない者には迷妄があるが, 帰依者には信愛の増加がある｡

mu�d
・
ha�s te tu na pas�yanti s�mas�a�nam iti mohita�h

・
/

hanyama�no 'pi yo vidva�n vased vighnas�atair api //63

[ここをただの] 火葬場であると迷妄する愚か者は, [聖地であると]

見ない｡

何百もの障碍に邪魔されても, 賢者は [ここに] 住むべきである｡

sa ya�ti paramam
・
stha�nam

・
yatra gatva�na s�ocati /

janmamr
・
tyujara�muktah

・
param

・
ya�ti s�iva�layam //64

彼は最高の場所に行き, そこに行って憂うことがない｡

生, 死, 老いから解放され, 最高のシヴァ神の居所に行く｡

apunarmaran
・
a�na�m

・
hi sa�gatir moks

・
aka�n・ks

・
in
・
a�m /

ya�m
・
pra�pya kr

・
takr

・
tyah

・
sya�d iti manyeta pan

・
d
・
itah
・
//65

再死することなく, 解脱を希求する者にその境地がある｡

[なぜなら] 学僧がそれを得て, 目的を果たした, と考える [から]｡

na da�nair na tapobhir va�na yajn�air na�pi vidyaya�/

pra�pyate gatir is
・
t
・
a�ya�hy avimukte tu labhyate //66

喜捨によっても, 苦行によっても, 供犠によっても, 知識によっても

到達できない望みの境地が, アヴィムクタでは得られる｡

na�na�varn
・
a�vivarn

・
a�s�ca can

・
d
・
a�la�ye jugupsita�h

・
/

kilbis
・
aih
・
pu�rn

・
adeha�s�ca prakr

・
s
・
t
・
aih
・
pa�takais tatha�//67

bhes
・
ajam

・
paramam

・
tes
・
a�m avimuktam

・
vidurbudha�h

・
/

様々なヴァルナ (種姓) の者, ヴァルナ外の者, 嫌悪されるチャンダー

ラたちや, 罪深い者, 特別の違法者である, 彼ら愚かな者たちにとっ

て, アヴィムクタは最高の癒しの場である｡

註) 第67詩節は一応このように訳したが, 明確には理解できなかった｡
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ja�tyantarasahasres
・
u hy avimukte mriyeta yah

・
//68

bhakto vis�ves�vare deve na sa bhu�yo 'bhija�yate /

yatra ces
・
t
・
am
・
hutam

・
dattam

・
tapas taptam

・
kr
・
tam
・
ca yat //69

何千もの生まれかわりの中で, アヴィムクタで死ぬヴィシュヴェーシュ

ヴァラ神の帰依者は, 再び生まれることがない｡

そこでは望みの供物が捧げられ, 苦行がなされる｡

sarvam aks
・
ayam etasminn avimukte na sam

・
s�ayah

・
/

ka�lenoparata�ya�nti bhave sa�yujyam aks
・
ayam //70

このアヴィムクタでは, すべてが不滅であることは疑いない｡

時が滅した者たちは, シヴァ神と不滅の融合をする｡

kr
・
tva�pa�pasahasra�n

・
i pas�ca�t sam

・
ta�pam etya vai /

yo 'vimukte viyujyeta sa ya�ti parama�m
・
gatim //71

何千もの罪を犯した後に悔恨し, アヴィムクタで [身体と] 離れる者は,

最高の境地に赴く｡

uttaram
・
daks

・
in
・
am
・
ca�pi ayanam

・
na vikalpayet /

sarvas tasya s�ubhah
・
ka�lo hy avimukte mriyeta yah

・
//72

[死んだ後の] 北や南の道は考える必要がない｡

なぜなら, アヴィムクタで死ぬ者にとっては, すべての時が吉祥である

から｡

註) 北や南の道とは, 太陽が北行する六か月間, すなわち冬至から夏至ま

での間に死んだ者は解脱への道を辿り, 南行する六か月間, すなわち

夏至から冬至の間に死んだ者は輪廻への道を辿るとする考え｡

na tatra ka�lo m��ma�m・syah・ s�ubho va�yadi va�'s�ubhah・ /

tasya devasya ma�ha�tmya�t stha�nam adbhutakarman
・
ah
・
/

sarves
・
a�m eva na�thasya sarves

・
a�m
・
ca vibhoh

・
svayam

・
//73

そこでは, 時は吉祥であれ不吉であれ, 考慮する必要がない｡

[ここは] かの神の威光により, 特別の業の場所であり, すべてのもの

は主自身のものであり,すべてのものは遍在者 [自身]のものである｡
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s�rutvedam r
・
s
・
ayah

・
sarve skandena kathitam

・
pura�/

avimukta�s�ramam
・
pun
・
yam
・
bha�vayet karan

・
aih
・
s�ubhaih

・
//74

以前スカンダによって語られたこのことを聞いて, すべての聖仙は吉祥

なる手段によって善果をもたらすアヴィムクタに住むべきである｡
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